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抄録 : 本研究では、生活科の目標の1つである「学習上の自立」に焦点を当て、「けんQノート」を活用した実践を行った。
「学習上の自立」は多様な事象に興味関心を持つということが基盤になっている。その視点に立った「けんQノート」とい
う取組みは、子どもの「そもそも」の興味関心から学びを深めていく活動であるからこそ、多様な事象に興味関心を持つと
いう「学習上の自立」の基盤づくりの一助となり得る可能性が示唆された。合わせて、系統だった学習はあくまで大人の
教えやすさや知識技能の習得に視点があり、子どもの興味関心という「学習上の自立」の基盤とは無関係に設定されてしま
う可能性があることや、子どもの興味関心は子どもの身近にある事象から派生するものが多く、多様な直接体験によって
身近な事象を増やし、興味関心を持つ範囲を広げることが重要であることが示唆された。
（別刷請求先 : 坂本史生）
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緒言
１．教科「生活」の位置づけと先行研究の課題
生活科という教科は、1989（平成元）年の学習指導要領
改訂時に教科として新設された小学校低学年（1、2年生）を
対象とした教科であり、児童の具体的体験を通した「気づ
き」を深めていく学習が特徴である。また、児童の「気づき」
という視点が重視されているのは、新たに2017（平成29）
年3月に告示された学習指導要領においても同様である
（文部科学省 , 2017, pp94-97）。
上述のような特質を持つ生活科という教科においては
特に、加納（2009）に代表されるような「気づき」に焦点を
当てた研究が多い。一方で、生活科の目標である「自立」と
いうことに焦点をあてている実践や研究は少ない。例えば
前述の加納（2009）の研究でも、「自立」ということに関して
は、「自分自身への気づきを獲得することで、次の学習や
生活への前身となり、究極目標である『自立への基礎を
養う』ことにつながっていくのである。」と述べるに留まっ
ている。
生活科教育の主たる研究団体である日本生活科・総合
的学習教育学会の発行する学会誌「せいかつか&そうごう」
（日本生活科・総合的学習教育学会 , 1994-2017）「生活科・
総合の実践ブックレット」（日本生活科・総合的学習教育
学会 , 2007-2016）においても、1994年の創刊時から論文
タイトルに「自立」の文字は一度も記載されていない。
本来学校における教科教育というものは、教科の目標が
あり、その目標を達成するための内容があり、そのための
方法があるという関係性になっている。「自立」という
その目標の捉え方や解釈の仕方などが異なれば生活科の
内容や方法、評価も再検討が必要になる。極論でいえば、
教科の目標を意識して授業の内容や指導方法の検討を行わ
なければ、その成果は全くもって意味をなさない可能性が
あるということである。
2．「自立への基礎を養う」とは
2008（平成20）年改訂の学習指導要領では生活科の目標
について、「具体的な活動や体験を通して、自分と身近な
人々、社会及び自然とのかかわりに関心をもち、自分自身
や自分の生活について考えさせるとともに、その過程に
おいて生活上必要な習慣や技能を身に付けさせ、自立への
基礎を養う。」（文部科学省 , 2008, p15）と示されている。
そして、その目標の中でも特に、「自立への基礎を養う」と
いうことについて「生活科の究極的な目標である。」（文部
科学省，2008）と示されている。また、2017（平成29）年度
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3月告示の学習指導要領では、若干文言が修正され、「自立
し、生活を豊かにしていく」（文部科学省 , 2017, p4）ことが
示されたが、「自立」を目指すということそのものに関して
大きな解釈の変更はないと読み取って問題はないだろう。
では、ここでいう「自立」とは一体何なのであろうか。
自立と聞くと一般には経済面での自立や精神的自立などを
思い浮かべやすいが、生活科が示す自立は一般にイメージ
されるそれと同じではない。端的にいってしまうと、生活
科では「学習上の自立」「生活上の自立」「精神面の自立」の
3つの意味での「自立」が示されている（文部科学省 , 2008）。
その内容をさらにみていくと、「生活上の自立」は「生活上
必要な習慣や技能を身に付けて、身近な人々、社会及び自
然と適切にかかわることができるようになり、自らよりよ
い生活を創り出していくことができる」と示されている。
これは、よりよい生活のための生活習慣に必要な技能を身
につけることであり、そこには人々や社会とかかわること
なども含まれている。「精神面の自立」は、「自分のよさや可
能性に気づき、意欲や自信をもつことによって、現在及び
将来における自分自身の在り方に夢や希望をもち、前向き
に生活していくことができる」と示されるように、生活を
豊かにするために、物事をポジティブに捉え精神的に豊か
になることである。最後の「学習上の自立」は、「第1は、
自分にとって興味関心があり、価値があると感じられる学
習活動を自ら進んで行うことができるということであり、
自分の思いや考えなどを適切な方法で表現できるという
学習上の自立である。」と示されており、これは、能動的に
学びに向かう姿勢とその学び方を身につけ、学んだことを
適切に表現できるということであると解釈できる。
これらを総合すると、生活科でいうところの「自立」とは、
よりよい生活のために、「生活に必要な技能（他者とのかか
わりも含めて）を身につけること」「物事をポジティブに
捉え精神的に豊かになること」「学びに向かう姿勢と学び方
を身につけること」であると捉えることができるだろう。
3．「学習上の自立」とそもそもの興味関心
本論では、生活科が目指す自立の中でも特に、学校教育
に特徴的な自立である「学習上の自立」に焦点を当てて検
討を進めていきたい。
「学習上の自立」の記載で注視したいポイントは「自分
にとって興味・関心があり、価値があると感じられる学習
活動を自ら進んで行うことができるということ」という文
言である（文部科学省 , 2008）。興味関心があり、価値があ
ると感じられる学習活動を自ら進んで行うためには、まず
大前提として、様々な事象に興味関心を持つことが不可欠
である。興味関心を持てなければ自ら進んで行うべき学
習活動がそもそもスタートしないことは言わずともわか
るだろう。そう考えると、様々な事象に興味関心を持つと
いうことが「学習上の自立」のための土台＝基盤になって
いると捉えることができるのである。
様々な事象に興味関心を持つためには、「なぜだろう？」
といった知的好奇心を持ち、主体的に様々な事象に関わる
ことが重要である。それは、「やらなければいけないからやる」
とか「テストでいい点をとるためにやる」といった意味での主
体性ではなく、「知りたい」「わかりたい」という内発的な動機
による本質的な意味での学びとしての主体性である。当然、
興味関心をもつことができれば、その学習活動を進んで行
うことは全くもって難しくない。自分の知りたいことを知れ
るまで、自ら学び方を考えるところまで至る可能性もあるだ
ろう。何か特別な賞罰があるわけではないのに大好きな
ゲームを攻略するためだけに、一生懸命考えたり、調べたり、
時間を費やしてプレイする（あそぶ）子どもと同じように、
そこにはそもそものモチベーションがあるからである。逆に
いえば、様々な事象に興味関心を持つことができなければ、
学習活動を進んで行うことは難しいということでもある。
自らが主体となって、興味関心を持ち「知りたい」「わか
りたい」という欲求に誘われて学習を進めていくことは、
本質的な意味での「学ぶ」という行為の基礎・基盤であり、
それを培っていこうとする取組みは、系統だった教科の学
習への入り口となる低学年期に、生活科という教科が設定
された中核的な目的そのものに合致するといえよう。
また2017年3月告示の学習指導要領でも、「学びに向か
う力」（文部科学省 , 2017）が明確に示された。児童が
「やらなければいけない」「学ぶべき」ではなく、自らの
「やりたい」「知りたい」という興味関心に基づいて主体的
に学びに向かっていくという、内発的な動機による学びの
機会を数多く経験し、学びの楽しさや本当の意味での
「学習上の自立」がなされることの重要性を読み取ること
ができるのである。
4．生活科学習における「気づき」
生活科学習での「気づき」は、「気づき」を「個別の気づき」
から「つながりのある気づき」へ、そして「自分自身への
気づき」へと発展させていくことで、学びを深めていく。
具体的には、生活科学習の中で試行錯誤しながら学習活動
を行ったり、自身の「気づき」を表現したり、子どもの「気づ
き」を交流させたりして、「気づき」の幅を広げたり、「気づ
き」の質を高めたりするのである。本論では、この「気づき」
を特に「疑問（＝なぜだろう？）」という「気づき」に焦点化
して、その重要性を検討してみたい。なぜなら、「学習上の
自立」の土台となる、様々な事象への興味関心は「なぜだろ
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う？」、「どうなっているのだろう？」という「疑問」を伴っ
ての「気づき」が中核にあると考えられるからである。
研究対象と方法
1．研究目的と対象
生活科の設立背景や位置づけ、その特質から「気づき」の
重要性については言うまでもなく、これまでも多くの研究
の蓄積が認められる。一方で、それらが生活科の究極的な
目標である「自立への基礎を養う」（文部科学省 , 2008）とい
うこととの整合性をもって検討されてきたかというと、
それは十分ではないだろう。そこで本研究は、子どもは
そもそもどんなことに「気づく」のか検討しながら、教科
「生活」の目標である「自立への基礎を養う」こと、特に
「学習上の自立」に焦点を当て、その目標との整合性の中で
「けんQノート」という教材を活用した教科横断型授業の
教育可能性を検証することを目的とする。またその中で、
「学習の系統性」と興味関心の関係についても考察を加えて
いった。
2．研究の方法
「学習上の自立」に焦点を当て、「けんQノート」の取組み
が「自分にとって興味・関心があり、価値があると感じら
れる学習活動を自ら進んで行うことができる」（文部科学
省，2008）という学びを促すことができるのかを実践をも
とに事例的に検証した。
具体的には、「けんQノート」を活用した授業実践を行い、
児童が書き込んだ「けんQノート」の4つの項目（①疑問、
②予想、③調べ方、④結果と感想）それぞれに特徴的な記述
内容を抽出して取組みの解説を行うとともに、その記述へ
の分析と考察を加えた。また、Q（疑問）に焦点を当てて、
相川・堀内（1962）の疑問の分類に基づいて類型化し、分析
と考察を行った。
3．「けんQノート」の取組み概要
以下のようなプロフィールの学校で「けんQノート」の
実践を行った。
学校種：   
東京都内公立小学校・東京都内国立大学附属小学校
対象学年およびクラス： 第2学年 計2クラス
取組概要： 2学期後半から取組みを開始した。はじめに
教師がある疑問について書いた「けんQノート」を
提示して、「けんQノート」とは何か、また、それぞれの
項目にはどのようなことを書くのかについて説明。
1週間後までに全員1枚を書いてくるように指示を出し、
1週間後に全員が記入した「けんQノート」を持ち寄り、
そこで、より詳しく「けんQノート」の取組みのポイン
トを説明した。そこからは、基本的には、個々人が
疑問を見つけたタイミングで新しいものを書くシステ
ムとした。教室内にひとりひとりの「けんQノート」
フォルダーを掲示して、新しいものを書いてきた児童
はそのフォルダーに自分で入れて、新作であることが
わかるように印をつけてみんなに見てもらえるように
した。なお、その掲示付近に、毎週3つの研究ノートを
選んで教師がコメントをつけて紹介するミニ黒板を設
置し、その隣に白紙の「けんQノート」を積み、いつで
も取れるようにした。さらに、よりモチベーションを
高めるために朝の会でも「けんQ紹介コーナー」を設
けて発表できる環境をつくった。
分析対象となる「けんQノート」： 161枚（2枚読み取り
不可）。項目③の調べ方は複数回答可とした。
結果と考察
1． 「けんQノート」への記述から見る「学習上の自立」への
足がかり －4項目に焦点を当てて
「けんQノート」の4つの項目について具体的な児童の
記述を例示しながら、その意味を「学習上の自立」という視
点で考察を加えながら記載していく。
＜項目①：Q（疑問）＞
この「Q（疑問）」の項目は、「けんQノート」の核にあたる
部分である。多くの教科では、単元の中で身につけさせる
べき知識が決まっているため、解決すべき問題は教師が設
定したり、その疑問が児童から出るように誘導して授業を
行ったりすることが多くなりがちである。しかし、そのよ
うな中では、そもそもの問い自体を発見する力はなかなか
育ってこないという可能性が多分にある。
とりわけ学力の高い子どもに多いのだが、子どもが、
自身の生活から見つけたものではない問いを設定してくる
ことがある。例えば、「なぜ太陽には黒点があるのか？」
というような類いのものである。それがどんなもので
あっても、興味を持って追究していくことは価値あるもの
だが、上述のような問いは、図鑑や教育番組など、どこか
で誰かが問いと答えをセットにして情報を出しているも
のであって、単なるあらかじめ有している知識の発表
になってしまう。繰り返しになるが、この「けんQノート」
の取組みの核は、自ら疑問を発見することにあるため、
素朴な疑問に目が向けられるように支援をすることが重
要である。
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ある児童は「どうしてバスがとまってドアがひらいてい
る時に、しょうめんからバスをみるとかたむいてみえる
の？」という疑問を朝の通学路で見つけた。通学路は毎日
通る道であり、バスは毎日見ていたはずだが、「けんQノー
ト」の取組みをすることで、「どこかにネタ（Q）はないかな」
と何気無い日常を意識するようになり、日常の中から疑問
が見つかるのである。他にも、「どうしてかばんは手でもつ
よりしょったほうがかるいのか？」について調べてきた
児童がいた。その児童は感想に「ずっと思ってたぎもんな
のでわかってよかったです。」と書いていた。きっと、ラン
ドセルやリュックサックを背負った時、手で持っていたと
きのように重さを感じなかった体験を思い出したのであろ
う。この「けんQノート」に取組むことで、日常のちょっと
した引っかかりにスポットライトを当て、見過ごしてし
まっていた何気ない引っかかりを疑問へと進化させられる
可能性を持っている。
＜項目②：予想＞
インターネットで調べれば簡単にそれらしい答えに辿
り着くことができる時代だからこそ、調べる前に今の自分
の知識を総動員してしっかりと予想を立てるようにする
必要がある。さもなければ、この「けんQノート」は、ワン
クリックで表示された情報を単に書き写すだけの作業に
終わってしまう。「思考」の過程を通ることが大切であり、
そのための「予想」である。「どうしてティッシュペーパー
は出しても出しても出てくるの？」という疑問を持った
児童は、予想の欄に「トイレットペーパーのようになって
いて、はこの中で切れて出てくるのかな」と書いていた。
自分の知識を総動員して、トイレットペーパーという似た
ものの仕組みから類推したのである。学年や個に応じて
「なんとなくそう思う」の段階から自分なりに論理性を
持って予想する段階へとステップアップしていく姿が見
られる。
＜項目③：調べ方＞
児童が選択できる調べ方は大きく2種類ある。人に聞く
方法と、自分でやってみる方法である。
前者について、「Q（疑問）」の項目で紹介したバスの傾き
に気がついた児童は、休みの日にバスに乗って運転手さん
に直接聞いてみたそうである。また、「どうしてぎんざの
ポストはみどり色なのか・・・!？」という疑問を見つけ
た児童は、郵便局に電話して聞いてみた。今の時代、もの
ごとの調べ方の大半が「インターネットで調べる」という
調べ方であろう。内容によってはインターネットに頼らざ
るを得ない場合もあるし、時代としてそのツールは必要で
ある。しかし、この活動が学習活動であり、その活動をよ
り豊かにするという視点からは、その疑問に答えてくれそ
うな人たちに直接尋ねてみるという、人とのコミュニケー
ションを介した学びの体験も大切にしたい。
後者について面白い事例がある。「にゅうよくざいを入
れたおふろはみどり色なのに、どうして手ですくったらと
うめいなの？」という疑問を思いついた児童は、手で何回
すくったら緑っぽく見えるのかを確かめた。最初の「Q（疑
問）」から、お湯の量によって色が異なるのではないかとい
う新たな「気づき」を生み出したのである。関連した知識
をつなぎ合わせ、新たな考えを生み出していくこの過程は
まさに、「気づき」の深まりの様子である。また、「なぜかた
つむりはうごきがおそいの？」という疑問を思いついた
児童は、体のぬめりが原因で動きが遅いのではないかと
予想した。調べてみると、脚がないから動きが遅いのだと
いう結論に一旦は行き着いた。しかし、ここからである。
その児童は、脚がないと本当に動きが遅くなるのかという
ことを確かめるために、自分で手足を使わずどのくらい
動けるかを家でやってみたのである。その児童は、次の日
の朝の会で、「ぼくは 1 時間がんばっても 41 cmしか進め
ませんでした。」と発表した。こんな風に、自分の身体を動
かして学ぶことも、小学校低学年では大切にしたい豊かな
学びの姿である。特に、生活科においては、「具体的な活動
や体験を通した学び」が重要視されている点からも大切な
視点である。
また、この「調べ方」についてもう1点指摘ができる。
学年が上がると、調べ方の客観性を求める声が出てくるの
だ。「物知りなおばあちゃんに聞いた」という調べ方に
対して、他の児童から「おばあちゃんが言ってたからって、
それは正しいって言えるの？」というものである。突き詰
めれば科学論や科学哲学の話になってくるが、低学年時で
はここにはこだわらない方が良い。なぜなら、あくまでも
この「けんQノート」の最優先事項は、自分の興味や関心か
らスタートして能動的に学んでいくことだからである。
また、客観性にこだわると、結局図鑑やインターネットに
頼る他なくなるか、もしくは、「けんQノート」を書くモチ
ベーションを失うかになってしまうからである。
図1の「疑問の調べ方」は、児童の調べ方を分類したグラ
フである。家族に聞いたり、その疑問のプロにわざわざ
電話や訪問をして質問をしたり、児童によっては実際に
やってみるという児童も一定数見られた。これは、知識や
「気づき」を広げたり深めたりする意味でも、どのように
解を導くかという「学び方」という意味でも、ただ安易に
インターネットに書いてあることをコピー&ペーストする
こととは大きな隔たりがあるだろう。
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＜項目④：「結果と感想」＞
この項目は基本的に調べた結果を記述する部分だが、
次の疑問を生んだり、他の人に興味を広げたりする意味が
ある。生活科の「気づき」でいえば、「つながりのある気づ
き」を生み出すための装置となっているということである。
例えば「どうして人間にはしっぽがないの？」という疑問
について調べた児童は、調べる過程で人間と同じくチンパ
ンジーにも尻尾がないということに気づいた。次にその
児童は、実際に動物園に行って本当にチンパンジーに尻尾
がないことを確かめ、さらに、他にも尻尾がない動物がい
るかどうかを調べてきたのである。また、「国はたとえば
日本とアメリカ、トルコ、アルゼンチンくらいだけでもい
いのになんでそんなに国がある !？」について調べてきた
児童は、家族に聞いてみた結果、「生まれたところや考え方
がちがうからだそうです」と発表した。すると、それを聞
いていた他の児童が「じゃあ世界に国っていくつあるの？」
という疑問を持ったり、宗教について興味を持ったりする
児童も出てきた。このように、結果と感想は次の疑問を生
み疑問を広げる、いわば「Q（疑問）」のバトンを次の自分、
または、「けんQノート」をみている他の児童に渡すための
装置となるのである。
2．「Q（疑問）」の分類
自然現象、生物、物品、人間生活の4項目に大分類し、
その中をさらに天体、地球、気象、動物、植物、用品、機械、
人体、生活の9項目の小分類で分類をした「疑問の対象・
事項による分類」（相川・堀内 , 1962）を基に子どもが記述
した「けんQノート」の「Q（疑問）」の分類を行った。その
結果、表1「Q（疑問）の分類」の通り、大分類の「人間生活」
にあたる「Q（疑問）」が71と、その他3項目の2倍程度の疑
問の数となった。人間生活とは、言い換えれば日常生活す
図1． 疑問の調べ方（複数回答可，N＝195）
表1．Q（疑問）の分類
大分類 小分類 対象・事項 ポイント
自然現象
天体
太陽，月，星，昼・夜，空，宇宙など
12
23
ex：宇宙の中心はどこ？
地球
地球，山，海，川，湖，地震，岩石，土，金 属，石炭，石油，水など 
5
ex：地きゅうの中はどうなっているの？
気象
空気，雲，雨，雪，雷，風，四季，気候など
6
ex：どうやって雪はできるの？
生物
動物
獣類，鳥類，魚類，虫類，動物の発生など
21
27
ex：犬はなんではながぬれているの？
植物
木，果物，種，花，植物の発生など
6
ex：しょくぶつはなぜ切ってもまた生えるの？
物品
用品
衣類，食物，家屋，学用品類，日用品類など
30
38
ex：どうしてえんぴつは紙に字や絵が書けるの？
機械
交通関係，電気器具類，楽器類，写真，レンズ，時計，兵器，人工衛星，
月ロケットなど 8
ex：どうしてひこうきは空をとべるの？
人間生活
人体
身体，器官，体力，皮膚，毛，生理，疾病，死，性，出生，発生，進化など 
38
71
ex：なぜラーメンをたべるとはな水が出るの？
生活
精神・心理，夢，知能，学力，学校生活，友人，家族，性，道徳，宗教，犯
罪，政治，経済，社会，皇室，民族，人種，国際関係，戦争，言語，文字，
慣習，迷信，金銭，国土， 地理など 33
ex：どうして学校はランドセルで行かないとだめなの？
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る上で最も近接している対象といえるだろう。これは、
興味関心という視点での、子どもの生活範囲を対象とした
生活科という教科の重要性を物語っているといえよう。
3．子どもの「そもそも」の興味関心と直接体験の重要性
本実践の「けんQノート」における「Q（疑問）」は、子ど
もの学びがスタートする素朴な興味関心が表現されてい
る。これは、そもそも子どもはどのような事象に興味関心
を持っているのかということを表現しているということで
もある。子どもの「学習上の自立」が子どもの主体的な学
ぶ姿勢に支えられているという立場に立った場合、ここで
いうそもそもの興味関心は大きな意味を持ってくる。あく
まで本実践の「けんQノート」において、ということになる
が、「そもそも」の興味関心は子ども自身の生活で直接関わ
りがあるものが圧倒的に多い。表1のとおり、「Q（疑問）」
の数が最も多いのは、「人体」について38件、次いで「生活」
が33件と「用品」が30件である。「Q（疑問）」の数が30件
を越えている項目は以上の3つであり、それ以外の項目は
大幅に「Q（疑問）」の数が減少している。実際の「Q（疑問）」
の記述を確認しても、「なんでくしゃみがでるの？」や「どう
して学校はランドセルでいかないとだめなの？」など、
やはり身近で直接関わりがある事象の記述を確認すること
ができる。子どもの「そもそも」の興味関心が子どもにとっ
て身近で直接関わりがある事象に集中するということは、
生活科という教科が子どもの生活範囲を学習の対象として
設定されていることを裏付けているともいえるだろう。
さらに、子どもの興味関心を広げていくためには、子ど
もが直接関わりを持つ事象を広げていく必要性、即ち直接
体験を多様に増やしていく必要があるという論理にいき
つく。近年、子どもの直接体験の不足や直接体験の2極化
などが様々な要因から課題として浮かび上がっている
（深谷・深谷 , 2015）が、子どもの「学習上の自立」のために
も直接体験を増やし、子どもが興味関心を持てる事象の
裾野を広げることは、喫緊の課題として捉える必要がある
ということだろう。逆にいえば直接体験の不足が、子ども
の「学習上の自立」を阻んでいる大きな要因であるという
ことである。
また、子どもの学力低下や学力の2極化という問題に
視点を移しても、子どもの直接体験を増やし「そもそも」の
多様な事象への興味関心を持てるようにするということ
が、学力低下という問題に対して最初に取り組むべき解と
なり得るのではないだろうか。
これらを総合して考えると、前述のように子どもの興味
関心が子どもと直接関わりがある事象に集中し得るのであ
れば、低年齢時の子どもの多様な直接体験が「学習上の
自立」のために重要な、多様な事象への興味関心を持つこ
とにつながるということである。直接体験の減少や2極化
といった課題は、昨今よく耳にする教育課題の1つでは
あるが、生活科の目標の1つである「学習上の自立」という
点に焦点を絞っても、直接体験の不足が大きな課題として
浮き彫りになったといえよう。
4．「学習の系統性」と興味関心
2年生の生活科で「町たんけん」の授業の際、児童は、学
区域内の地名については少なくとも聞いたことがあるとい
うが、学区からほんの一歩出た地名については多くの児童
は聞いたことすらないということがよくある。ところが、
休み時間、サッカー好きな児童が集まって話をしていた時、
「ねぇ、昨日のバルセロナの試合観た？」、「観た観た !マン
チェスターの試合もすごかったよね !」という会話が聞こ
えてくることがある。子どもは自分の住んでいる近所の地
名は知らないのに、自分の興味がある分野であれば遠く離
れた世界の地名を知っているのである。
学校現場では「学習の系統性」という言葉をよく耳にす
る。「学習の系統制」にならえば、学校内探検に始まり学校
の周辺、町、市区、都道府県、日本、そして世界へと児童の居
住地から同心円状にカリキュラムを展開してくことにな
る。ところが、先に挙げたような児童の様子を見ていると、
「系統性」とは、あくまでも「知識」の体系や「理解」の整理に
焦点を当てたものであって、それは、ある種大人の論理で組
み上げられた系統性であり、児童が自発的に抱く興味関心
とは無関係であることに気がつく。もちろん、同心円状の
拡大は、単に地理的・行政区分を乱暴にあてがっているわ
けではなく、子どもに生活実感のある場から広げていこう
とする意図がある。しかし、繰り返しになるが、子どもの
生活範囲は結局のところそんなに拡大していくわけではな
い。そうであれば、たとえ生活実感がなくとも、児童が生活
の中で見つけた興味関心をきっかけに、そこからスタート
する学びの体験を支えることも大切であろう。これは、
生活科の究極目標である「自立」ということ、特に、「学習上
の自立」に焦点を当てたときの「自分にとって興味関心があ
り、価値があると感じられる学習活動を自ら進んで行うこ
とができるということ」という点からもその重要性は意識
すべきポイントであることは疑いの余地がないだろう。
またさらにいえば、子どもの「そもそも」の興味関心を捉
えることは、子どもがどんなことに興味関心を持っており、
内発的動機としてどんなことを学びたいと感じるかに直結
することからも、教科やカリキュラムといった大人の論理
で組み上げられた学校教育という枠組みから外れた場合に
も大きな意味を持つだろう。
202 203
学習上の自立を目指す「けんQノート」実践
5．「けんQノート」が示す「自立の基礎を養う」可能性
過去に「けんQノート」の取組を経験した児童の事例が
ある。2学年時に「けんQノート」の学習を行っていたそ
の児童は、3学年時になってから自作の「けんQノート」集
を持ってきたのである。この自作の「けんQノート」では
例えば、「どうして、小ゆびをまげようとするとくすりゆび
やなかゆびもまがってしまうの？」という疑問に対して、
持っている知識を総動員させて「ゆびとゆびの間はつな
がっているし、きん肉もつながっているから」という予想
を立て、自分なりに調べた様子が見てとれる。そして
「親ゆびを他のゆびと向かい合わせにしているので親ゆび
をまげても別にうごかないけど親ゆびい外のゆびは1チー
ムになっているから小ゆびなどをまげると親ゆびはいっ
しょにまがらずにくすりゆびなどがうごいてしまうとい
うことです」という結果を導き出している。さらに「向か
い合わせになっているとは知りませんでした。見た目だ
けで考えていたので今度やる時に中身で考えたいです」
と、今後の考え方・学び方にまで意識が及んでいるのであ
る。まさに、「自分にとって興味・関心があり、価値がある
と感じられる学習活動を自ら進んで行うことができると
いうこと」を体現しているといえるのではないだろうか。
また言い換えれば、3学年時に自主的に取り組んでいるこ
の姿は「学習上の自立」が養われていることの証明でもあ
る。聞けば、他にも複数の児童が自主的に「けんQノート」
を続けているのだという。そして、口々に言うのが「けん
Qノート楽しい !」である。このように児童が、「やらなけ
ればいけないから」ではなく、本当の意味で主体的に学ぶ
姿勢とそのための学び方が身に付くことが、急速に、且つ
多様に変化し続け、未知なる問題が生じ続ける社会に生き
ていく子どもには必要な学びなのではないだろうか。
結論と今後の課題
子どもの「そもそも」の興味関心が子どもにとって身近で
直接関わりがある事象に集中していることなどから、直接
体験を増やし子どもが興味関心を持てる事象の裾野を広げ
ることの重要性、逆にいえば直接体験の不足が子どもの
「学習上の自立」を阻んでいる大きな要因であるという可能
性が示唆された。また、合わせて学習の系統性は子どもの
「そもそも」の興味関心とは無関係に構成されるものであり、
「学習上の自立」に焦点を当てたときには子どもの「そも
そも」の興味関心が重要である可能性が指摘できた。さら
に、その意味で、「けんQノート」は「学習上の自立」、特に学
びに向かう姿勢を育てる可能性を強く有した教材であり、
教科横断型授業であることが示唆されたといえるだろう。
一方「けんQノート」は子どもの「そもそも」の「Q（疑問）」
を大切にしているがゆえに、「気づき」の質を高めていくた
めの教師が主導する指導場面が少ない。本実践の「けんQ
ノート」では例えば、ある児童が「たらこはなぜやくと白く
なるの？」という「Q（疑問）」を調べた結果、「たらこの中に
ふくまれているタンパク質が、ねつをくわえると白くなる
せい質を持っている」ことに気づき、発展させて卵につい
ても調べ、「たまごの白みもほとんどタンパク質でできてい
るのでやくと白くなる」と結果と感想欄に記すなど、子ど
もが「気づき」の質を高めている場面が発生していたり、
「けんQノート」専用掲示コーナーや発表など、「気づき」の
質を高めるための仕掛けをつくることで、「Q（疑問）」や
「気づき」の質の高まりを促したりしているが、「気づき」の
質を高めていくための手立てをさらに工夫していくことが
今後の課題である。
また、本研究は、実践研究という形で実際の学習活動を
追いかけながら進めてきた。そのため、あくまで事例的な
研究として、子どもの「気づき」の分析や「けんQノート」
の教材としての可能性、学習の系統性と興味関心のずれに
ついて考察的に述べるに留まっている。実践を重ねること
で研究としての確度を高めていきたい。また、学校の環境
やクラスの状況などの環境要因による、「気づき」の比較、
複数年にまたがって子どもの「Q（疑問）」やその後の成長
を分析することでの子どもの「Q（疑問）」や「気づき」の
変化、発展について、今後継続した研究を行うことで明ら
かにしていきたい。
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“Ken Q Note” Draws Self-motivated Study:  
Practice at Living Environment & the Period of Integrated Study & TOKKATSU
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Abstract : This report is about “Ken Q Note” (Japanese word “Kenkyu” means Research, Q is an initial letter of “question”) 
practice in elementary schools.  This “Ken Q Note” is to cultivate attitude toward “independent study” which is one of 
purpose of Living Environment Studies.  Questions which student face in their classroom usually prepared by teachers 
and textbooks such as “Let’s find spring natures outside”.  Some students are motivated to learn about the given topics but 
some may not since they do not have any interest in the topics that are prepared by someone else.  To engage every student 
in learning, “Ken Q Note” is designed to focuses on that student find question by him/her self.  As the result, practice of “Ken 
Q Note” made students pay attention to their daily lives to find question, and students were absorbed in researching about 
their own questions.  Also their research brings another question to themselves or other classmate by sharing. It is found 
that “Ken Q Note” gives students motivation to learn by themselves which is essential experience for “independent study”.
（Reprint request should be sent to Fumio Sakamoto）
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